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ータを半導体メモリ上に配置することに

よって初めて可能となりました。

この整列データ中心の設計は，性能だ

けでなく，データ設計の柔軟性，システ

ムの拡張性にも大きく寄与し，アプリケ

ーションの生産性と品質を向上させま

す。このことは，ファサードモデルと

いう独自のアプローチとして実現されて

います。その特長は，データの見方を自

由に設定できることです。

図２に示したような組織データを例に

ファサードモデルを説明します。デー

タ実体として“従業員”があり，各従業

員には，“名前”，“所属”，“役職”，“入

社年”，“電話”の属性があります。分類

１は，入社年，所属から従業員を検索す

るのに適したファサードであり，分類２

は，電話，名前から従業員を検索するの

に適したファサードになっています。こ

のように，実体データは同じでも，アプ

リケーションによって異なったアクセス

をしたいときに，ファサードモデルは

有効です。

なお，データベースの内部では，新規

の従業員データが追加・削除される（入

社・退職など），あるいは，既存の従業

員データの属性が変更される（異動など）

と，このインデックスをＤＢＭＳが維持

管理してくれます。

図３は，情報処理システムの歴史的な

発展過程の一つの見方を表しています。

開放性という観点から見ると，閉鎖的か

ら開放的なシステム構成へ，更には情報

処理システムどうしが社会的な規模で相

互接続される時代が来ると予想していま

す。

一方，分散性という観点で見ると，集

中から分散へと進んできました。個々の

システムで見ると，この傾向は元に戻り

そうにありませんが，電子商取引（ＥＣ）

システムにおけるWebアプリケーショ

ンサーバのように，特定のサイトで大

規模な処理を集中して行うケースも現れ

ました。この傾向は，開放性が社会的規

模に広がると，ますます顕著になると考

えています。

このような情報処理の姿を，ここでは

Heavy Web Computingと呼んでおり，

大規模な交通管制システム，セキュリテ

ィ監視システム，電子商取引での市場取

引システムなどが具体的システムとして

出現すると考えています（図４）。

このような世界では，大量データの高

速・リアルタイム処理が必須となり，従

来のDBMSに代わる，新しいアプロー

チが必要とされると考えています。

当社は，主記憶データベース技術で，

このような次世代の情報処理システム構

築に貢献していきます。
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図３．情報処理システムの歴史的発展過程 社会的な広がりでオープン化，分散化が進み
Heavy Web Computingの時代が来ると予想しています。

図４．アプリケーションの広がり オープンで社会的な広がりのあるHeavyWeb Computing
のシステムへの応用が広がっていきます。
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高速・リアルタイムなデータ検索が拓く新しいアプリケーション

今日の情報社会において，産業活動や

社会生活を支える情報処理システムに

は，時々刻々と発生する大量のデータが

収集・蓄積されています。

通常，このようなデータは磁気ディス

ク上に記憶されます。そこで，情報処理シ

ステムの中核となるデータベース管理シ

ステム（DBMS）は，このことを前提に設

計されている製品がほとんどです。しか

し，一定時間内に大量の処理を完結させ

なければならない高速・リアルタイム処理

には，磁気ディスク中心のＤＢＭＳでは対

処できないケースが増えてきました。

一方，半導体メモリの容量が増大し，

ビット当たりの単価も，年々下がってき

ました。そこで，半導体メモリを永続的

なデータ記憶メディアとして利用する新

しいアプローチが注目されています。

これが，“主記憶データベース”です。

当社では，その研究開発にいち早く取り

組んできており，その成果の一部は，既

にGigaBase
TM
として商品化されていま

す。ここでは，その高速性能とデータモ

デルについて紹介します。

GigaBase
TM
は，従来のリレーショナ

ル型DBMSの100倍の高速性を目指し

ています。しかも，この性能差を，同じ

半導体メモリ上で比較した場合において

実現しようとしています。この条件で，

現在までに，TPC-C（注）ベンチマークで

行った社内での比較実験において，20

～30倍の性能差を実現しました。

確かに，主記憶データベースの高速性

は，半導体メモリのアクセス速度が，磁

気ディスクに比べて高速であるという点

にあります。これは，データが連続して

並んでいる場合もそうですが，データが

メディア上で分散している場合には，特

にその差は顕著です。磁気ディスクでは，

異なったトラックへのアクセスは，アー

ムの機械的な移動を伴うからです。一方，

半導体メモリの場合は，ランダムアクセ

スのオーバーヘッドはほとんどありませ

ん（図１）。

そこで，従来の磁気ディスクベースの

DBMSでは，メディア上へのデータの

配置がなるべく連続するようにするため

の余分な処理が必要になります。そのた

め，たとえフルキャッシュ（すべて主記

憶上で動作）させても性能が出ないので

す。これが，第一のポイントです。

第二に，GigaBase
TM
では，データ実

体をきめ細かい単位で，常に整列（ソー

ト）させた状態で記憶しています。その

結果，様々な観点からデータを検索・表

示することを，非常に高速に処理できる

ようになりました。この点は，Giga-

Base
TM
の設計思想の根本にある本質的

なポイントです。

これを実現するには，データ間の前後

関係などをポインターという仕組で関連

付けて管理する必要があり，すべてのデ
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磁気ディスクの場合も 
半導体メモリの場合も 
効率よくアクセスできる。 

半導体メモリの場合は効率 
よくアクセスできるが， 
磁気ディスクの場合は， 
効率が大幅に低下する。 

（a）データが連続の場合 

（b）データが分散の場合 

分類1

分類名 入社年 所属 名前 役職 電話 

［分類1］［1974］［開発部］［田中］［部長］［6090］ 

［分類1］［1980］［研究所］［小林］［室長］［2409］ 

［分類1］［1980］［営業部］［鈴木］［課長］［4390］ 

［分類1］［1981］［研究所］［藤原］［主任］［2406］ 

［分類1］［1981］［開発部］［佐藤］［課長］［6354］ 

［分類1］［1981］［営業部］［斎藤］［課長］［3691］ 

分類2

分類名 電話 名前 入社年 所属 役職 

［分類2］［2406］［藤原］［1981］［研究所］［主任］ 

［分類2］［2409］［小林］［1980］［研究所］［室長］ 

［分類2］［3691］［斎藤］［1981］［営業部］［課長］ 

［分類2］［4390］［鈴木］［1980］［営業部］［課長］ 

［分類2］［6090］［田中］［1974］［開発部］［部長］ 

［分類2］［6354］［佐藤］［1981］［開発部］［課長］ 
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（a）ファサード：分類1

（b）ファサード：分類2

図２．ファサードデータモデル ファサードによる論理的なデータの表現モデルの例であり，
従業員データへの2種類のアクセスの仕方を示しています。

■高速トランザクション処理

■ファサードデータモデル

図１．磁気ディスクと半導体メモリのアクセス特性の違い メディア上でデータが分散して
いる場合（b）には，磁気ディスクと半導体メモリのアクセス速度の差は顕著になります。

（注）TPC-Cは，米国Transaction Process-
ing Performance Councilの商標。
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